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小児胃液の研究 

第 8編 健康小児の分割採取胃液内ペプシンの研究

水戸赤十字病院(院長布目常雄博士〉 

水戸赤十字病院小児科〈医長 山田正哉陣士〉

井上 通
 
TORU INOUE 

(昭和 31年 6月 18日受付〉

第 1章緒 言
ペプシンは Schwann (1836)(1)により初めて発見され， SeI・onsen (1909)ωにより水素イオ
〉，3く(1922)Northropン濃度と其の酵素の活性の間に密接な関係有る事が発見された。其の後 
Rona (19~6)(4)， Michaelis (1910)(5)等によりペプシンと pHとの関係が種々検討され，蛋白
消化至適 pHは1.4"，2.5の間だろうとの結論に達したO 一方乳汁摂取後 1 2時間後の胃内容"，， 
9Lく(1926)Demuth )，(1923)<8Babbot，(1914)(7).Aron )，(1908)<6Allariaが研究され， 
WolJ.1. )，912)(13(1Salge )，(1928)(12Devison (1925)(ll);lIess，0)(1(1921)Davidsohn ・ 
mann (1946)<1<1)及び笹浦 (1929)<15)等は其の時期の胃内 pHは略々 5.0附近であると述ベ，
乳児胃内のペプシン消化の可能性につき疑義を抱いた。然し Hessは 9ヵ月以上の乳児ではペ
プシン消化が起り得る事を認め， Davidsohnも乳児の胃消化の最終期に於てペプシン消化の
可能性を予想しだO
著者も先きに本誌上でカーヲェイン法及びヒスタミン法による小児胃液の酸度， pH及び分泌
量に就いて発表し，其の結果より乳児でもベプシン消化が起り得る事を推論したが，此度は上
記二万法による分割採取胃液の各々についてペプシン価を測定し脚か知見を得たので発表する
事とした。
第2章検査材料
第 1節胃液分泌刺激剤 
第 1編，第2編に記載のカフェイン液，ヒスタミ
ン液を使用した。
第2節健康小児
昭和 30年6月より昭和 31年5月迄に当科に入院
し，治癒退院前日の満 3カ月より 17年迄の小児 41
例〈男性 27例，女性 14.{!;!Dを使用した。
第 3章検査方法
胃液採取法，酸度及び pH測定法は第 1編，第2
締法同様で，ベプシ Y測定法 (Mett法)(16)は次の
女口くである。
即ち分割採取胃液の各 lccを正確に小コルペンに
採り，其れに 1/20規定塩酸液 15ccを加える(16倍
稀釈〉。其の各コルベン内へ Mettの毛細管〈口径 
1----2mmのガラズ管に卵白を入れ，約 850Cの混湯 
r[:rで続問させ，‘其の湯の冷える迄放置し，其の後熔
融パラフィシにて両端を封じたもの〉を約 3~4cm
の長さに切って 2木宛投入しゴム栓をして 370C
瞬卵器内に 24時間放置し，其の毛細管の両端より
卵白の消化された長さをー棋1]2間宛測定し，共の平
均値の 2乗を 16倍したものを其の各々のベプシ y
価とした。
第 4章検査成績
第 1節全実施例の成績一覧
第 1表 aはカフェイユ/法， bはヒ?-タミシ法によ
る成績で，分割採取胃液の粘液の有無、，分割採取時
の各個人の最高酸度及び其の時の分泌量，最低pH，
最高ペプシン価を示す。
a. カフェイン法
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a. カプェイン、法
第 2表 aに示す如く，酸度は乳児期は低酸，幼児
期は正酸，学令期及び思春期は過酸で，ペプシン価
は乳児期は正常，他の小児期は過剰であった，総じ
て酸度とペプシン価は年令増加と共に増加する傾向
に有る様だった。
b; ヒスタミ y法
。第2表 bに示す如く酸度は乳児期は低酸，幼児期 
は正酸，学令期j及び思春期は過酸で，ペプシユ/価は
乳児は寡少，幼児期は正常，学令期及びJ思春期は過 
剰であった。叉此の場合も学令期迄は年令増加と共
に酸度及びベプシシ価は増量する傾向に有るが，患
審期には低下する様に忠われた。 
第 2表脊小児期別平均値の比較 
a. カフェイシ法 b. ヒスタミン〆、法 
牛令時鵠(;ご 例数i遊塩みlcz 
乳児期13例 110.0122.51 69.6 
幼児期i8 11124.0; 39.11 303.2 
学令期]911 i51.51ω1 350.2 
思春期i3川 6'2.3174.31 453.3 
3例 115.剖30.01 60.0 
4 1/ 1 32.01 56.01 128.8 
6// i82.削98.0: 313.0 
6グ 147.0163.01 287.8 
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全例を通じ，酸度及びペプシン{聞は乳児期には比
較的少しそれ以後は年令と共に漸時増量する如く
であるが，各人間の酸度の高低とペプシシ価の高低
とは必ずしも併行しない様である。叉全例の酸度 
で低酸6例，If酸 10例，過酸6例で，ペプシユ/価
(Mett法では正常範囲は 64--256)は寡少 2例，正
常 11例，過剰9例であった。
b. ヒスタミシ法
全例を通じ，酸度及びペプシン価は aとj!略々同様
の傾向で，此の場合も全例の酸度で低酸4例，正酸
3例，過酸 11例で，ベプシシ価は寡少 2例，正常 9
例，過剰8例であった。
第 2節 カフェイン法とヒスタミン法の比較 
1. 各小児期の平均値による比較
第 2表 aはカフェイシ法， bはヒスタミユノ法によ
る各小児期別の限度及。くベプシブ価の平均値を示
す。主主で乳児期とは 0--1才よ幼照期は 1--6才，学
令期は 6~13 才，思看:期は 13 才以上の各小!尽を云
う。
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主主で a，b2表を比較すると酸度は一般にヒスタミ 4例(18.1%)で，ヒスタミシ法では併行する者は 
ジ法の場合の方が高く，ペプシン価はカフェイユ/法 19例中 9例 (47.3%)，酸分泌が先行する者は 5例 
の場合の方が高かった。 (26.3%)，ペプシシ分泌が先行する者は 5例 (26.3
2. 全例の平均値による比較	 %)であった。
第 3表は各方法による全例の平均値(但し pHの 即ちカフ zイシは酸分泌とベプシシ分泌とを同時
みは最低~最高値〉を示すが，酸度はヒスタミシ法 に刺激し，ヒスタミンはその問に密接な関係を持た
の場合が高く，ベプシシ価はカフェイシi去の場合が ぬ様に息われた。
高かった。なおヒスタミシ法でも平均ペプシン価は 第 4表酸分泌とペプシン分泌の時期的関係
--..~方 I I246.8を示し，略々正常範囲内に有った。
時間的関係¥竺iカフェイシ法| ヒスタミシ法第 3表全例の平均値の比較
(カフェイシ法22例， ヒスタミシ法19例〉
~プ話'1 pHj主主¥型|遊塩|総酸度
併行する者 118例 (81.9%)1 9例 (47.3%)
(26:3%)例I58.1%)例(1I4酸分泌→べ分泌 
カフェイシ法 i51.2! 66.4 l'1.Q--4.5 1 45q.6 ベ分泌→酸分泌! 0例 1・5例 (26.3%)
ヒスタミシ法) 59.7 j 74.5 ，)1.0 246.8 計 |州(附〉;四例(附〉，.6.2! 
3. 刺激後の酸分泌とペプシン分泌の時期的関 第3節 同一人に同条件下でカフェイニ/法と
係の比較 ヒスタミ y法を行った場合の成績比較
第 4表に示す如く，カフェイシ法では酸分泌とベ 同一人 4例につき 2日間に亘り，同一条件下でカ
プシシ分泌とが同時に起り分泌状態が併行するもの フェイシ法とヒスタミシ法を施行した 4例中の 2例
は22例中 18例 (81.9%)，酸分泌が先行する者は を示すと第 1図の如くである。
第 l図 同一人にカフェイ Y法とヒスタミシ法を施行した場合
第 1例成O 合 14才 
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第 1図 第 2例砂O ♀ 13才 
a. カフェイユ/法 b. ヒスタミシ法
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第 1例(14才合)，第 2例(13才♀〉で，各例
のa図はカフェイ γ法， b図はヒスタミゾ法の成績
である。図で明らかな如く，同一人でもカフェイシ
法の方がぺプシ y価は高く，ヒスタミユ/法の方が酸
度が高かった。
カフェイユ/法では酸及びベプシ γ分泌は略々併行
して分泌され， ヒス Fミン法はその関係が密接では
ない様に思われた。
第 4節 カフェイシ法とヒスタミン法によ 
100ト油210 
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G全例の各時間毎の平均曲線の比較
第 2図 a，bは全例の各時間毎の平均値による曲
線を示すが，カフェイァ法では酸度及びベプシシ価
は共に 120分自が最高値を示しその各値は刺激後
併行して上昇する様に思われた。
一方，ヒスタミシ法では酸度は 45分目，ベプシ
ン価は 120分自に最高と成り，時期のづれが認めら
れ，酸分泌が主でペプシユノ分泌は二次的な様に思わ
れた。
第 2図 カフェイシ法とヒスタミシ法の時間的推移の比較 
a. カフェイ y法 (22例) b. ヒスタミ γ法(19例〉
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第5章者 按
著者が先きに発表した第 l編カフェイソ法(17)で
は乳児胃液pHは1.6--3.0の範囲内に有り，第 2編
ビスタミ〆法(18)では1.5--2.8の範囲内，就中1.5_. 
2.5'の聞の例が多い事実より，幼児以上の小児は勿
論，乳児でもベプシ γ消化が起る可能性り有る事を
述べたが，此度はその裏刑・けとして小児胃液内のペ
プシ yを測定し，殊にその酸度との関係を詳細に観
察すべく，分割探取各胃液の酸度とペプシ γ価を測
定しその推移の観察に重き置いた。:その鮎果は第 1
表に見られる如く，全 41例を通じ多寡の違いは有
れベプシ Y分泌が全くない例は 1例もなく，同一方
法による胃液採取時には同一人の胃液で胃液酸度と
ペプシン価とは略々併行する様であるが，異った人
の胃液酸度とペプシユ/価とは必ずしも併行しない様
である。即ち各個人によって壁細胞と主細胞の発育
の度合が異り，或人は壁細胞系が比較的発達し，叉
或人は主主回胞系が比較的発達してし、る事実が有る様
に思われる。一方ペプシン価は第 2表に見られる知
く学令期迄は年令と共に上昇し，思春期に低下する
様に思われる。之は第 1，2編の酸度の安遷と略々同
様傾向の様であるが，第2表 aの思春期の酸度及び
ベプシ y価が学令期より高いのは例数が少し、為で，
、例数を更に猫やせば少くとも学令期よりは平均値で
低下するものと思われる。更に酸度とベプシシ価と
の関係を詳細に見ると，全 41例中の正酸及び過酸
の総数よりペプシ Y価が正常及び過剰の総数のブゴが
多く，之は無酸或は低酸でもベプシ Y価が正常或は，
過剰の者が有る事を示すものである。
著者の実施したカフェイ y法及びヒスタミ y法は
ないが，要するにベプシシ分泌はカフェイ Y法でも
ヒスタミソ法でも胃液分泌の後期比上昇する傾向に
有ると云い得るのではなかろうか。
次にカプェイシ法とヒスタミ γ法の酸分泌とペプ
シン分泌との初発及び上昇の時期的関係の観察の結
果，第 1図及び第 2図に見られる様にカフェイシ法
では塩酸及びベプシ Y分泌が同時に起り，時間の推
移と共に略々併行して斐動する傾向に有り，ヒスタ
ミン法ではその関係は密接ではない様であるが，第 
2図bより酸分泌が先行しペプシン分泌は二次的に
起る様に思われ，之はヒスタミ yの直接作用か或は
分泌された塩酸が主制胞を刺激しペプシユ/分泌を促
す為と恩われる。
主主で、塩酸のペプシン分泌能力を測定すベく次の検
査を行った。即ち 0.5%塩酸液(局方塩酸リモナー
デと同濃度。 pH 1.8，遊離塩酸度 17)200 ccを空腹
時の被検者に注入し，その後 120分目迄胃液を採取
し各々の酸度及びペプシシ価を測定した。その結果
は第 3図の如くで，塩酸注ス後 90分及び 120分で
胃液の塩酸度及びペプシシ価の上昇を見た。之は塩
酸自身が胃、液の塩酸と共にベプシシ分泌を促す能力
有る事を示すものである。また此の例と第 1図の第 
1例とが同一人である為，第3図と第 1図bとを比
較すると何れも遊離塩酸度は 85前後であるが， 0.5 
%塩酸液による方は最高ベプシユ/価 1_F，ヒスタミ
シ刺激の方は最高ベプシ Y価 400で後者の方が高
く，且つ第4表に見られる様にヒスタミソ法ではベ
プシシ分泌が酸分~，~，こ強行する例も有るので， ヒス 
第 3図 0.5%塩酸液による胃液の分泌試験
成O 合 14才
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タミ Y自身にもペプシ y分泌を促す能力が有ると考えられる。
第 6章結 論
以上カフェイン法 22例，ヒスグミン法 19例の分割採取胃液の酸度， pH及びペプシン価を
検討し，次の結果を得た。 
1. 小児胃液のペプシン価は年令の増加につれ学令期迄は増加し，思春期に多少低下する0 
2. 乳児期のべフのシン価は小児期中最低で、あったが，なお正常範閣内にあった。 
3. 全実施例中ベフ守シンを全く分泌せぬ例は全くなかった。 
4 . カフェイン法では塩酸分泌とペプシン分泌は同時期に起り，併行して変動する。 
5. ヒスタミン法では塩酸分泌とペプシン分泌の間には時期的に密接な関係は見られない。 
6. カフェイン法はベフ。シン分泌が割合に強く，ヒスタミン法は酸分泌が強度である。 
7. ヒスタミンは正常範間内のペプシン分泌を促す作用があるO 
8. 塩酸液は塩酸及びペプシンの分泌を促す作用があるO 
9. ペプシン分泌は胃液分泌の後期に最高と成る様である。
(なお本稿の要旨は昭和 30年 10月第6聞東日本小児科学会に発表した。〉
-本稿を終るに臨み，終始御懇篤なる御指導御鞭健を賜わり且つ御校閲を厚うせる千葉大学医学
部佐々木教授並びに当院小児科医長山田I孝士に衷心より感謝の意を表します。
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